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耕起・代かき 種子余措・育苗 田植え 水管理他、留意点
❶�まず漏水（後遺症）の解消やヒ
コバエ対策からスタート。コ
ンバイン走行凸凹は修正。

❷�排水溝を設置するなどして田
んぼ表面水の排水に努める。

❸�秋耕出来なかった田んぼは「ア
グリ革命」散布し、30日後耕
起。

❹�浅水代掻きを行い、ワラを埋
め込む、用水節約。

❺浮遊した残渣は処分する。

❶�浸種始めの1日は12℃に保ち、
その後は水の更新をしながら
積算温度100℃を目安に浸種
行程を行う。こまめに芽の動
きをチェック。

❷�今年の春も温かい予想。苗の
伸ばしすぎは要注意！デジタ
ル温度計の活用を！

❸�佐渡は田植え時本土より過酷
な条件｛乾いた空気・強い風・
気温が低い｝なので「硬化」で
しっかり外気に慣らしてから。

❶�佐渡の過酷な気象の中で、最
適な田植日を選ぶ。
❷�苗の生育をみて、臨機応変に
田植日を変えて最適条件で植
える。
❸�田植を5m進めたら、植付け深
さ・欠株・姿勢を確認。

❶�雪消えが早く、代掻き時から以
降の用水不足が懸念！！
地域での番水ルール確認、話し
合いを事前に行いましょう。
❷�「アグリ革命」でワラ等分解を
進めてもワキの症状がでたら
即、落水・夜干しを実施。
❸�田植え後に再度、畦畔の水漏
れ確認。

秋耕出来ずワラやヒコバエが多いと田植え後還元が強まりワキが出て、よい茎に
なりません。追肥や今までの肥培管理ではもう異常気象に対応はできません。
令和7年は【モデルチェンジ！スタートダッシュで良い茎確保】し

登熟を充実させましょう！

大会では、県内産、佐渡米の販売情勢や、
異常気象に対応した新潟米の対応について説明がされました。
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土づくりにより
用水利用を高める
コメづくり

【講師】
秋田県立大学名誉教授

　金田 吉弘 様

おいしい佐渡米コンテスト表彰式講演

ある日……
2/22の生産者大会では、役に立つ話が聞けたのう、
某神社の農業占いではどうも令和７年も不作だという

異常気象が続く中で良く観察すること！
異変を感知して少しでも早く改善策を打つ事が大切！って言ってたなぁ！

令和７年も、気象変動が激しく、夏は猛暑の予報となっています。
時期別に「異常年への対応『かんどころ』」をまとめてみました！
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JA佐渡米生産者大会JA佐渡米生産者大会
限りある用水を有効活用し気象変動に負けない佐渡米生産

【 アグリ革命使用方法 】
アグリ革命(粒状タイプ)の場合 アグリ革命アクア(液状タイプ)の場合

【 分解がススムコツ 】

10aに2ｋg /1袋ぶんの酵素
量が行き届けばＯＫ。
「粒」がワラに付着するよう雨
降り後や朝露があるときが
BEST！
動力散布機でラクラク散布。

10aに100 ㎖/１本ぶんの酵素量が行き届け

ばＯＫ。
100倍～5000倍まで希釈可能！
散布方式で希釈倍率選択可能です。
動力噴霧機はもちろん、ブームスプレーヤー
やドローン散布も可能です。

春散布でも、ワキの発
生を抑え、収量が上
がった事例があります。

一、 酵素がしっかり ワラに付着する事！！

※10a当たりの規定量を守って「ワラが少ない所は、少なめに。多い所と草丈が
大きい所は多めに！『アグリ革命アクア（液状）』では、散布機器にもよりま
すが、希釈倍率を上げてたっぷりかかるようにするのがコツ！

二、 分解までしっかり「時間」を確保する事！！

※理想の散布時期は秋耕起時です。春でも天候を見て、早めに散布することで春
耕起前迄に１か月確保できると分解が進みます。

三、 繊維の分解後に、土壌の微生物が食いつきやすくする事！！

※ほ場が乾いている場合は、散布後に浅く鋤き込むと土壌と軽く混ざることで
土の中に棲む『微生物がさらに分解』を進めてくれます。
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